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※ＳＵＰ（Stand Up Paddleboard）：ウオータースポーツの一つで、ボードの上に立ち、パドルをこいで水面を進んでい
くもの。

抜
本
的
な
浸
水
対
策
の
取
り
組
み
は

福
山
１
０
０
Ｎ
Ｅ
Ｎ
教
育
は

答

国
は
芦
田
川
の
樹
木
伐
採
や
土

砂
撤
去
、
15
カ
所
の
危
機
管
理
型
水
位

計
設
置
、
県
は
21
河
川
の
河
道
掘
削
、

排
水
ポ
ン
プ
車
２
台
の
新
た
な
配
備
等

答

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
育
成
す
る
資
質
、
能
力
を
、

生
き
て
働
く「
知
識
、
技
能
」、
未
知
の

問

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

問

本
市
の
め
ざ
す
学
力
観
は
。

を
行
っ
た
。
本
市
は
河
川
等
の
土
砂
撤

去
の
ほ
か
、
瀬
戸
川
流
域
の
逆
流
防
止

弁
の
設
置
、
手
城
川
流
域
の
雨
水
貯
留

施
設
の
整
備
や
雨
水
幹
線
と
ポ
ン
プ
場

の
設
計
、
他
の
流
域
の
排
水
機
等
の
設

計
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年

度
は
手
城
川
流
域
の
谷た

に
地じ

川が
わ
の
河
川
改

修
設
計
等
に
も
取
り
組
む
。

状
況
に
も
対
応
で
き
る
「
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
等
」、
学
び
を
人
生
や

社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
「
学
び
に
向

か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
３
つ
の
要
素

で
整
理
し
、
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い

学
び
を
通
し
て
育
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い

と
い
う
思
い
を
込
め
て
、「
頻
発
す
る

自
然
災
害
へ
の
備
え
」
な
ど
３
つ
の
備

え
を
充
実
し
た
。

　
今
後
も
持
続
可
能
で
強き

ょ
う
じ
ん靭な

財
政
基

盤
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
事

務
の
ス
マ
ー
ト
化
、
既
存
財
産
を
活
用

し
た
収
入
の
拡
大
、
民
間
活
力
を
用
い

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
の
３
つ
の

視
点
で
総
合
的
な
財
源
確
保
に
取
り
組

み
、
２
０
２
０
年
度
は
約
19
億
円
の
効

果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
中
期

的
に
は
、
２
０
２
４
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
約
87
億
円
を
目
標
額
と
し
て
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

同
月
比
較
で
約
２
０
０
人
増
、
２
０
２

０
年
度
の
申
し
込
み
状
況
も
２
０
１
９

年
度
当
初
を
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て

お
り
、
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

②
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
な
ど
の

保
育
人
材
確
保
に
向
け
た
３
事
業
を
２

０
２
０
年
度
以
降
も
継
続
す
る
。

特
定
す
る
。
そ
の
後
、
発
病
さ
れ
て
い

な
い
か
健
康
状
態
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
検
査
を

行
う
こ
と
で
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
感
染
者
と
そ
の
関
係
者
の
個

人
情
報
の
保
護
に
十
分
留
意
し
、
県
と

も
連
携
し
て
感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め

必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
は

答

①
２
０
１
９
年
10
月
１
日
時
点

の
保
育
施
設
の
入
所
申
込
者
数
は
前
年

答

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
保

健
所
は
、
感
染
者
の
発
症
前
２
週
間
の

行
動
歴
等
を
調
査
し
、
濃
厚
接
触
者
を

問

①
本
市
の
無
償
化
の
影
響
は
。

②
保
育
士
不
足
の
対
策
は
。

問

初
動
対
応
は
。
ま
た
、
情
報

発
信
の
考
え
方
は
。

川か
わ
さ
き﨑　
卓た

く
志し

市　
民　
連　
合

１
カ
所
、
西
側
に
４
カ
所
整
備
す
る
計

画
を
説
明
し
た
。

　
東
側
は
、
駐
車
場
や
観
光
渡
船
の
桟

橋
、
に
ぎ
わ
い
ス
ペ
ー
ス
等
の
機
能
を

持
た
せ
る
た
め
に
、
原
漁
港
付
近
を
約

８
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
埋
め
立
て
る

計
画
。
西
側
は
、
平
地
区
の
山
側
ト
ン

ネ
ル
出
入
り
口
付
近
に
防
災
拠
点
、
平

漁
港
内
の
一
部
を
約
２
６
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
埋
め
立
て
、
ふ
れ
あ
い
広
場

を
整
備
す
る
な
ど
の
計
画
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
の
完
成
時
期
は
未
定

だ
が
、
２
０
２
３
年
度
完
成
を
目
途
に

進
め
る
山
側
ト
ン
ネ
ル
と
平
行
し
て
整

備
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

ツ
の
両
面
か
ら
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
か
わ
ま
ち
広
場
に
は
、
県
内

最
大
規
模
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク

や※

Ｓサ

ッ

プ
Ｕ
Ｐ
な
ど
の
水
上
ス
ポ
ー
ツ
が
楽

し
め
る
親
水
護
岸
を
整
備
し
て
お
り
、

エ
リ
ア
一
帯
で
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
同
士

の
交
流
や
健
康
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

く
。

　
さ
ら
に
、
人
材
や
団
体
の
育
成
、
支

援
な
ど
に
取
り

組
み
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
豊
か

な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
。

鞆
町
の
交
通
・
交
流
拠
点
構
想
は

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は

答

県
は
、
２
月
16
日
に
事
業
説
明

会
を
開
き
、
鞆
町
中
心
部
へ
の
観
光
交

通
の
抑
制
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
交
通
・
交
流
拠
点
等
を
東
側
に

答

今
年
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
日
本
中
が
ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り
上
が

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
本
市
で
も
、
総
合
体
育
館
エ
フ
ピ
コ

ア
リ
ー
ナ
ふ
く
や
ま
を
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
拠
点
と
す
る
と
と
も
に
、
全

国
大
会
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
大
規
模

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
開

催
し
て
、見
る
ス
ポ
ー
ツ
、す
る
ス
ポ
ー

問

県
が
打
ち
出
し
た
鞆
町
へ
の

交
通
・
交
流
拠
点
の
概
要
は
。

問

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
は
。


